
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　合成樹脂を して形成された透明基板を有し、上記透明基板には、ピットパター
ンによりデータが予め記録されたデータ記録領域と、上記データ記録領域の内周側に設け
られた リードイン領域と、上記データ記録領域の外周側に設
けられた リードアウト領域とが設けられるとともに、上記デ
ータ記録領域、上記リードイン領域及び上記リードアウト領域を覆って反射膜が設けられ
、光学ピックアップ装置から入射され上記反射膜によって反射される再生光を検出して上
記データの読み出しが行われる光記録媒体において、
　

光記録媒体を
識別する識別コードを示すパターンコードが設けられ、
　

光記録媒体。
【請求項２】
　上記穴部は、円周方向の長さが０．１ｍｍ以下であることを特徴とする請求項１記載の
光記録媒体。
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射出成形

ピットパターンが形成された
ピットパターンが形成された

上記データを示すピットパターンが予め記録された上記透明基板の上記リードイン領域
又はリードアウト領域のピットパターンが形成された円周方向に、１枚毎の

上記パターンコードは、上記データを示すピットパターンが記録された後に、上記透明
基板に形成されるとともに、上記リードイン領域又はリードアウト領域に形成されたピッ
トの長さより十分長い円周方向の長さを有し、円周方向に複数個設けられた穴部により構
成されて、上記データを読み出す上記光学ピックアップ装置によって検出可能に形成され
ていることを特徴とする



【請求項３】
　上記穴部は、円周方向に１ｍｍ以上の間隔で形成されていることを特徴とする請求項１
記載の光記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、光学ピックアップ装置から出射されるレーザ光等の再生光を用いてデータの読
み出しが行われる光記録媒体に関し、詳細には再生光による読み出しが可能で、且つ個々
の光記録媒体を識別するための識別コードを示すパターンコードが設けられた光記録媒体
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
レーザ光等の光ビームを用いてデータの再生を行う光記録媒体が用いられている。この種
の光記録媒体の中でも特に、再生専用型の光記録媒体であるデジタルオーディオディスク
や光学式ビデオディスク等の光ディスクが広く用いられている。また、一旦記録したデー
タの書き換えを可能とした光ディスクとして、光磁気ディスクが用いられている。
【０００３】
デジタルオーディオディスク等の再生専用型の光ディスクは、データを示すピットによる
凹凸パターンが形成された透明基板上にアルミニウム、ニッケル膜等の金属薄膜よりなる
反射膜が形成され、さらにこの反射膜を大気中の水分やＯ 2から保護するための保護膜が
反射膜上に形成された構成とされている。この光ディスクに記録されたデータの再生は、
透明基板側より凹凸パターンにレーザ光等の再生光を照射し、反射膜によって反射された
戻り光を検出することによって行われる。
【０００４】
一方、データの書き換えを可能とした光磁気ディスクは、ポリカーボネート等からなる透
明基板の一主面に、膜面と垂直方向に磁化容易軸を有し、且つ磁気光学効果の大きな磁性
薄膜よりなる記録磁性層、例えば、希土類－遷移金属合金非晶質薄膜の如き記録磁性層、
反射層、誘電体層を積層することにより記録部を形成し、さらにこの記録部の腐食を防止
するために、記録部上に紫外線硬化樹脂等よりなるオーバーコート層を形成した構成とさ
れている。なお、光磁気ディスクは、通常カートリッジと称されるケースに収納されて使
用される。このような光磁気ディスクに記録されたデータを再生する際には、透明基板側
より記録磁性層にレーザ光等の再生光を照射し、反射膜によって反射された戻り光を検出
することによって行われる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、デジタルオーディオディスク等の光ディスクや光磁気ディスクにおいては、使
用者がそのディスクに書き込まれている記録内容や製造番号等を目視により識別できるよ
うに、光ディスクの表面或いは光磁気ディスクが収納されるカートリッジの表面に記録内
容を表示している。
【０００６】
例えば、光ディスクにおいては、上述のような構成を有する光ディスクの保護膜上にスク
リーン印刷或いはオフセット印刷等の手法によって直接印刷を行い、そのディスクに書き
込まれている記録内容等を表示するようにしたり、特公昭５７－３８９６１号公報に示さ
れるように、情報、即ちデータを含んでいない表面領域に、スパイラル又は個々の同心リ
ングの形の読み取り可能なレリーフないし彫刻マークを、溝等内に設けられた文字又は記
号として設けることによりそのディスクに書き込まれている記録内容等を表示している。
【０００７】
また、光磁気ディスクにおいては、カートリッジの表面に収納されているディスクに書き
込まれている記録内容等を印刷した紙ラベルを貼り付けることにより表示するようにして
いる。
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【０００８】
さらに、光ディスク等に書き込まれている記録内容等を機械的に読み取り、読み取り結果
により使用者が識別できるように、特開昭５８－２１１３４３号公報に示されるように、
光ディスク等にバーコードを設けることも提案されている。上述のようなバーコードを読
み取るためには、専用の読み取り装置が必要であり、光ディスクを再生する装置では読み
取ることができない。
【０００９】
ところで、近年においては、ソフトウエア等を記録したＣＤ－ＲＯＭ等の再生専用型の光
ディスクが提供されているが、これら光ディスクには記録内容や製造番号等が上述のよう
に目視により認識される表示、或いはバーコード等の機械的に読み取られて認識される表
示等により表示されているのみである。このようなＣＤ－ＲＯＭ等に記録されるデータを
一度だけ書き込み可能とするＣＤ－Ｒ等の光ディスクに複製した場合、複製元のＣＤ－Ｒ
ＯＭの製造番号等の如き識別コードは複製されず、複製したものであっても、データを読
み出したのみでは複製であるのかオリジナルであるのかを確認することが不可能であり、
不正な複製が繰り返されるおそれもある。
【００１０】
本発明は、上述したような従来の実情に鑑みて提案されたものであり、光記録媒体に記録
されたデータを読み出すために用いられる再生光を出射する光学ピックアップ装置を用い
て読み出し可能なパターンコードを有する光記録媒体を提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上述の目的を達成するために提案される本発明に係る光記録媒体は、合成樹脂を射出形
成して形成された透明基板を有し、この透明基板には、ピットパターンによりデータが予
め記録されたデータ記録領域と、データ記録領域の内周側に設けられ

リードイン領域と、データ記録領域の外周側に設けられ
リードアウト領域とが設けられるとともに、データ記録領域、リードイン領域及

びリードアウト領域を覆って反射膜が設けられ、光学ピックアップ装置から入射され上記
反射膜によって反射される再生光を検出して上記データの読み出しが行われる光記録媒体
において、

光記録媒体を識別
する識別コードを示すパターンコードを
【００１２】
　

【００１３】
パターンコードを構成する穴部は、円周方向の長さが０．１ｍｍ以下であることが望まし
い。また、穴部は、円周方向に１ｍｍ以上の間隔で形成されることが望ましい。
【００１４】
【作用】
本発明に係る光記録媒体は、リードイン領域又はリードアウト領域に設けられたパターン
コードがこの光記録媒体を再生する光ピックアップ装置によって検出されることにより、
個々の光記録媒体の識別が行われる。
【００１５】
本発明に係る光記録媒体は、個々の光記録媒体を識別する識別コードを示すパターンコー
ドが、データ記録領域とは異なるリードイン領域又はリードアウト領域に設けられている
ので、この光記録媒体に記録されたデータを複製した場合に、パターンコードはエラーデ
ータとなり、複製されることはなく、データを読み出した場合のパターンコードの有無で
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てピットパターンが
形成された てピットパターンが形
成された

データを示すピットパターンが予め記録された透明基板のリードイン領域又は
リードアウト領域のピットパターンが形成された円周方向に、１枚毎の

設けたものである。

そして、パターンコードは、データを示すピットパターンが記録された後に、上記透明
基板に形成されるとともに、上記リードイン領域又はリードアウト領域に形成されたピッ
トの長さより十分長い円周方向の長さを有し、円周方向に複数個設けられた穴部により構
成されて、上記再生光を出射する上記光学ピックアップ装置によって検出可能に形成した
ものである。



オリジナルと複製の区別が可能となり、不正な複製の防止が可能となる。
【００１６】
【実施例】
以下、本発明を適用した具体的な実施例について図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１７】
本発明が適用された光ディスク１は、図１に示すように、図中斜線部で示す中央部の領域
にデータの記録されているデータ記録領域２が設けられ、その内周側にデータ記録領域２
に記録されるデータの記録が行われないリードイン領域３が設けられ、データ記録領域２
の外周側にデータ記録領域２に記録されるデータの記録が行われないリードアウト領域４
が設けられている。
【００１８】
なお、図２に本発明に係る光ディスク１のデータ記録領域２付近の断面図を示すが、光デ
ィスク１は、透明基板５上にアルミニウム、ニッケル膜等の金属薄膜よりなる反射膜６が
形成され、さらにこの反射膜６を大気中の水分、Ｏ２ から保護するための紫外線硬化樹脂
等よりなる保護膜７が反射膜６上に形成された構成とされている。透明基板５の反射膜６
が形成される主面５ａ側には、データを示すピット８が多数形成されている。すなわち、
透明基板５のデータ記録領域２には、ピットパターンによりデータが予め記録されている
。
【００１９】
透明基板５のピットパターンが形成された主面５ａをさらに拡大して図３に示す。上述の
ように透明基板５の一主面５ａには、データを示す穴部であるピット８が多数形成されて
いる。
【００２０】
この光ディスク１に記録されているデータを再生するには、図２中に示す主面５ａの反対
側の主面５ｂ側からレーザ光等の再生光を照射し、図３に示すようなピット８が存在する
ために生じる入射光と戻り光の反射率の差を検出する。なお、再生光は、レーザ光源，レ
ンズ等により構成される光学ピックアップ装置により出射される。
【００２１】
光学ピックアップ装置は、レーザ光源から出射される再生光が光ディスク１のピット８が
形成された面に集光し、このピット８が円周上に形成された記録トラック上を走査するよ
うに、対物レンズの位置を制御するフォーカス及びトラッキングの制御を行うサーボ機構
を有している。
【００２２】
さらには、光ディスクのうち、デジタルオーディオディスク等においては、内周側と外周
側の線速度を均一とするＣＬＶ（コンスタント・リニア・ベロシティー；Ｃｏｎｓｔａｎ
ｔ　Ｌｉｎｅａｒ　Ｖｅｌｏｃｉｔｙ）を採用している。この光ディスク１を再生するた
めに用いる再生装置は、光ディスク１をＣＬＶで回転するように光ディスク１の回転駆動
機構を制御する。この制御信号は、光ディスク１に記録されたデータの読み取りを行う光
学ピックアップ装置から得られる信号に基づいて生成される。
【００２３】
本発明に係る光ディスク１は、リードアウト領域４に、データ記録領域２に記録されたデ
ータの読み取りを行う再生光を出射する光学ピックアップ装置により読み出し可能であり
、かつこの光ディスク１に書き込まれている記録内容及び製造番号、ＩＤコード等の如き
識別コードを示すパターンコードが形成されている。すなわち、パターンコードを構成す
る複数のマークがリードアウト領域４に形成されている。パターンコードを構成するマー
ク９ａは、図４に示すように、その深さＤ１ がピット８の深さＤ２ と略同等であり、その
円周方向の長さＬ１ がピット８の円周方向の長さＬ２ よりも十分に長い穴部としてリード
アウト領域４に形成されている。但し、長さＬ１ は、光学ピックアップ装置のサーボ機構
を正常に機能させるために、０．１ｍｍ以下とすることが望ましい。このマーク９ａに再
生光を照射した場合、その深さＤ１ がピット８の深さＤ２ と略同等であることから読み出
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し可能であり、その円周方向の長さＬ１ がピット８の円周方向の長さＬ２ よりも十分に長
いことから周波数的にピット８との区別が可能とされる。
【００２４】
なお、パターンコードは上述のように複数のマークにより形成されるものであるが、図４
中に示すように、複数のマーク９ａ，９ｂを光ディスクの円周方向に連続して設ける場合
、マーク９ａ，９ｂ間の距離Ｌ３ は、サーボ機構を正常に機能させるために１ｍｍ以上と
することが望ましい。
【００２５】
このようなパターンコードを有する光ディスクを再生光により読み出すと、マーク９ａの
ＲＦ信号Ｐ 1は、マーク９ａがマークの円周方向の長さが、他のピットの円周方向の長さ
よりも十分に長くされていることから、他のピットから得られるＲＦ信号Ｐ 2と比較して
周波数的に区別が可能である。また、マーク９ａには、図４に示すように、段差９ｃが設
けられることにより、図５に示すように、他の部分のＲＦ信号Ｐ 2と比較して振幅変調さ
れたＲＦ信号Ｐ１ として検出されることになることから、通常のデータとは異なった信号
で、マークをパターンコードとして読み出すことが可能である。
【００２６】
本発明に係る光ディスクは、その記録内容や製造番号、ＩＤコード等の識別コードを示す
パターンコードがピットが形成される側の面のリードアウト領域に形成されていることか
ら、この光ディスクのデータを複製した場合にはパターンコードはエラーデータとなり、
複製されることはなく、データを読み出した場合のパターンコードの有無でオリジナルと
複製の区別が可能となり、不正な複製を防止することができる。
【００２７】
なお、本発明に係る光ディスク１は、パターンコードがリードアウト領域に形成される例
を示したが、パターンコードはリードイン領域に設けられるものとしてもよい。但し、本
発明をデジタルオーディオディスクに適用した場合には、デジタルオーディオディスク特
有のＴＯＣ（テーブル・オブ・コンテンツ；Ｔａｂｌｅ　ｏｆ　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ）を読
み出せる程度の信号ダメージに抑える必要がある。
【００２８】
上述のような光ディスクを製造する方法としては、次のような方法が挙げられる。先ず、
この種の光ディスクの製造に一般的に用いられる方法、例えば射出成型法により、一主面
５ａがデータを示すピット８による凹凸パターンを有する面とされる透明基板５を成形す
る。その後、この透明基板５のリードアウト領域或いはリードイン領域に、パターンコー
ドを示す複数のマーク９ａ，９ｂを加圧により形成する。その後、透明基板５上に、アル
ミニウム膜等よりなる反射膜６を、この種の光ディスクの製造に一般的に使用される方法
、例えばスパッタリング、蒸着等の真空薄膜形成技術により形成する。最後に反射膜６上
に紫外線硬化樹脂等を、この種の光ディスクの製造に一般的に使用される方法、例えばス
ピンコート法等により塗布して硬化させ、保護膜７を形成して光ディスク１を完成する。
【００２９】
本発明に係る光ディスクを製造に当たっては、透明基板５の成型後にパターンコードを示
す複数のマーク９ａ，９ｂを形成するため、透明基板５毎に異なるパターンコードを簡便
に形成でき、製造される光ディスク１毎にパターンコードを異なるものとすることができ
る。
【００３０】
なお、本発明に係る光ディスクを製造するには、成型後の透明基板を加圧することにより
パターンコードを形成したが、加熱によってパターンコードを形成してもよい。
【００３１】
【発明の効果】
本発明に係る光記録媒体は、個々の光記録媒体を識別する識別コードを示すパターンコー
ドが、データを読み出すための再生光により読み出し可能な形態で、データ記録領域とは
異なるリードイン領域又はリードアウト領域に設けられているので、当該光記録媒体を生
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成する装置に装着することにより読み出しを行うことができる。
【００３２】
また、個々の光記録媒体を識別する識別コードを示すパターンコードは、データ記録領域
とは異なるリードイン領域又はリードアウト領域に設けられているので、この光記録媒体
に記録されたデータを複製した場合に、パターンコードはエラーデータとなり、複製され
ることはなく、データを読み出した場合のパターンコードの有無でオリジナルと複製の区
別が可能となり、不正な複製の防止が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用した光ディスクを示す平面図である。
【図２】本発明を適用した光ディスクのデータ記録領域付近を示す断面図である。
【図３】本発明を適用した光ディスクの透明基板を一部破断して示す要部拡大斜視図であ
る。
【図４】本発明を適用した光ディスクに形成されるピットとマークの関係を示す模式図で
ある。
【図５】本発明を適用した光ディスクのＲＦ信号を示す図である。
【符号の説明】
１　光ディスク、　２　データ記録領域、　３　リードイン領域、　４　リードアウト領
域、　５　透明基板、　６　反射膜、　７　保護膜、　８　ピット、
９ａ，９ｂ　マーク
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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